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韓
国
・
中
国
と
の

領
土
問
題
に
関
わ
る

緊
張
が
高
ま
っ
て
い

る
。
日
本
の
主
張
は

竹
島
・
尖
閣
諸
島
と

も
日
本
固
有
の
領
土

で
問
題
は
存
在
し
な

い
で
あ
り
、
韓
国
と

中
国
は
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
の

過
程
で
奪
わ
れ
た
も
の
と
主
張
す

る
。
主
張
は
平
行
線
の
ま
ま
推
移

し
て
き
た
が
、
野
田
政
権
が
実
施

し
た
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
よ
り

中
国
と
対
立
は
一
気
に
深
ま
っ
た

▼
中
国
国
内
で
の
反
日
デ
モ
、
尖

閣
諸
島
周
辺
へ
の
警
備
艇
の
連
日

の
派
遣
、
国
連
総
会
等
で
の
日
本

批
判
と
激
し
さ
を
増
し
て
行
く
。

一
方
日
本
国
内
で
は
、
中
国
の
一

連
の
抗
議
行
動
に
対
す
る
政
府
の

対
応
が
弱
腰
だ
と
い
う
批
判
が
強

ま
り
、
軍
事
衝
突
も
あ
り
う
る
と

い
う
物
騒
な
評
論
も
聞
こ
え
て
く

る
始
末
だ
。「
領
土
問
題
」
で
民

族
意
識
を
煽
り
、「
国
を
守
れ
」

と
声
高
に
叫
ぶ
の
は
戦
争
を
し
た

が
る
人
た
ち
の
常
套
手
段
だ
が
、

日
中
両
国
は
非
戦
を
約
束
し
て
国

交
回
復
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
▼
外
交
の
み
な
ら
ず
国
内

政
治
も
危
険
な
状
況
だ
。
福
島
原

発
事
故
の
原
因
究
明
や
安
全
基
準

の
見
直
し
も
な
く
原
発
は
動
い
て

い
る
し
、〝
欠
陥
機
〞オ
ス
プ
レ
イ

は
、
多
く
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず

日
本
中
を
飛
び
回
ろ
う
と
し
て
い

る
。
年
収
２
０
０
万
以
下
が
増
加

し
、
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い
て

も
消
費
税
増
税
が
待
ち
受
け
、Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
で
日
本
の
農
業
が
危
機

に
晒
さ
れ
る
。
武
器
輸
出
３
原
則

は
緩
和
さ
れ
て
改
憲
に
む
け
た
動

き
は
活
発
に
。
ど
れ
を
見
て
も
国

民
に
背
を
向
け
た
政
策
だ
ら
け
だ

▼
こ
ん
な
政
治
を
許
し
て
お
い
て

い
い
の
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
戦
前

の
道
を
ま
た
歩
か
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
国
民
と
真
摯
に

向
き
合
い
、
生
命
を
大
切
に
す
る

政
治
姿
勢
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
。
早
晩
闘
わ
れ
る
解
散
総
選

挙
後
の
議
席
を
、
そ
う
い
う
姿
勢

の
議
員
た
ち
で
占
め
た
い
（
髭
）

　

組
織
拡
大
に
全
組
合
員
が
全
力
を

組
織
拡
大
に
全
組
合
員
が
全
力
を

労
働
条
件
の
改
善
、組
織
拡
大

被
災
地
の
鉄
路
復
旧
な
ど
討
論

◇
不
公
平
感
の
な
い
職
場
作
り
も
意
思
統
一
◇

＝＝
代
議
員(

特
別
代
議
員)

の
13
人
が
発
言
＝＝

　

地
方
本
部
は
、
第
68
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
12
日
・
13
日
の
両
日
盛
岡
市
・
つ
な
ぎ
温
泉
「
愛
真

館
」
で
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
加
の
中
で
開
催
し
た
。

　

方
針
の
討
論
で
は
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
エ
ル
ダ
ー
職
場
を
は
じ
め
と
す
る
厳
し
い
職
場
の
労

働
条
件
、
安
全
・
安
定
輸
送
、
岩
泉
線
・
被
災
地
の
各
線
区
の
復
旧
、
反
原
発
・
脱
原
発
、
労
働
協
約

の
締
結
問
題
な
ど
で
13
人
が
発
言
し
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
向
か
う
１
年
間
は
「
組
織
の
拡
大
」
「
不
公
平
感
の
な
い
明
る
い
職
場
作
り
と
労
働
条
件

の
改
善
」
「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
」
「
平
和
と
民
主
主
義
・
国
民
的
課

題
を
守
る
闘
い
」
「
反
原
発
・
脱
原
発
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
」
な
ど
多
く
の
闘
い
に
組

合
員
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

＝＝大会は約100人が参加し開かれた＝＝

【
来
賓
】（
挨
拶
順
）

　

伊
澤
昌
弘
社
会
民
主
党
岩
手
県

連
合
代
表
（
細
川
光
正
幹
事
長
同

行
）、
若
山
明
夫
日
本
共
産
党
岩

手
県
委
員
会
書
記
長
、
柴
谷
正
孝

岩
手
県
交
通
運
輸
労
働
組
合
協
議

 

 
 

 

 

齋
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ(

要
旨)

齋
藤
委
員
長
あ
い
さ
つ(

要
旨)

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

大　会
特集号

第68回定期地方大会
　

大
会
は
、
阿
部
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
代
議
員
42
人

中
41
人
の
（
12
時
55
分
現
在
）
の

出
席
を
確
認
し
大
会
が
成
立
し
て

奈
良
岡
・
岩
脇
議
長
団
で
進
行

い
る
こ
と
を
宣
言
。
議
長
に
奈
良

岡
勝
代
議
員
（
青
森
施
設
分
会
）

副
議
長
に
岩
脇
勇
代
議
員
（
盛
岡

運
輸
区
分
会
）
を
選
出
し
、
議
長

団
の
挨
拶
を
受
け
議
事
に
入
っ
た
。

　

最
初
に
、
齋
藤
執
行
委
員
長
が

地
方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
。
続
い

て
伊
澤
昌
弘
社
会
民
主
党
岩
手
県

連
合
代
表
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓

か
ら
方
々
か
ら
支
援
・
激
励
・
連

帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
沢
田
執
行
委
員
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
紹
介
と
日
程
を
説
明
。
菊
池

執
行
委
員
が
大
会
期
日
の
延
期
承

認
を
提
案
、
承
認
さ
れ
、
選
挙
管

理
委
員
会
の
設
置
を
確
認
、協
約
・

協
定
締
結
を
佐
々
木
書
記
長
が
提

案
、
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
書

記
長
か
ら
経
過
の
報
告
と
２
０
１

２
年
度
の
運
動
方
針
の
提
案
。
経

過
の
質
疑
は
無
く
承
認
さ
れ
、
小

林
副
委
員
長
が
決
算
報
告
、
高
橋

会
計
監
査
委
員
の
監
査
報
告
で
決

算
も
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
八
重

樫
俊
昭
選
挙
管
理
委
員
長
（
盛
岡

電
気
分
会
）
か
ら
地
方
委
員
の
告

示
が
提
案
さ
れ
１
日
目
を
終
わ
っ

た
。

　

２
日
目
は
９
時
50
分
か
ら
再
開

し
組
織
検
討
委
員
会
の
答
申
が
提

案
・
承
認
さ
れ
、
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
を
行
い
、
２
０
１
２

年
度
の
運
動
方
針
の
討
論
に
入
っ

た
。
討
論
で
は
13
人
が
組
織
拡
大
、

職
場
実
態
、
安
全
問
題
な
ど
で
発

言
。
執
行
部
答
弁
と
書
記
長
集
約

が
行
わ
れ
方
針
を
拍
手
で
承
認
し

確
立
。
小
林
副
委
員
長
が
予
算
案

を
提
案
、
承
認
さ
れ
昼
食
休
憩
に

入
っ
た
。

　

昼
食
後
、
組
織
検
討
委
員
会
設

置
を
確
認
、
ス
ト
権
投
票
を
行
い

投
票
代
議
員
41
人
全
員
の
賛
成
で

ス
ト
権
を
確
立
。
続
い
て
、
八
重

樫
選
管
長
か
ら
地
方
委
員
が
定
数

通
り
の
立
候
補
で
無
投
票
当
選
で

の
選
出
が
報
告
さ
れ
た
。
最
後
に

大
会
宣
言
を
小
野
寺
婦
人
部
長
が

読
み
上
げ
提
案
・
採
択
し
、
議
長

団
が
退
任
。
小
林
副
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
後
、
齋
藤
委
員
長
の
音
頭

で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
大

会
を
終
了
し
た
。

会
議
長
、
小
野
寺
政
志
東
北
労
働

金
庫
岩
手
県
本
部
本
部
長
、
来
内

広
幸
全
労
済
岩
手
県
本
部
本
部
長
、

浦
山
正
年
岩
手
県
民
共
済
会
専
務

理
事
、
太
田
博
二
全
国
交
通
運
輸

産
業
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合

東
日
本
事
業
本
部
東
北
支
所
事
業

副
本
部
長（
吉
田
和
弘
次
長
同
行
）、

高
野
苗
実
国
労
東
日
本
本
部
執
行

委
員
長
、
髙
嶋
昭
一
鉄
道
退
職
者

の
会
盛
岡
地
方
連
合
会
会
長
、
国

労
議
員
団
（
斎
藤
憲
雄
青
森
市
議

会
議
員
、
星
敦
子
北
上
市
議
会
議

員
、山
崎
道
夫
矢
巾
町
議
会
議
員
）、

佐
々
木
香
代
子
家
族
会
会
長
、
豊

巻
浩
也
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ

ー
議
長

◇

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】（
順
不
動
）

　

岩
手
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、

岩
手
県
交
通
労
働
組
合
、
全
農
林

労
働
組
合
東
北
地
方
岩
手
県
事
務

所
、
全
自
交
労
連
岩
手
地
方
本
部
、

全
水
道
盛
岡
水
道
労
働
組
合
、
全

国
林
野
関
連
労
働
組
合
東
北
地
方

本
部
岩
手
県
協
議
会
、
東
北
労
働

金
庫
労
働
組
合
岩
手
県
支
部
、
全

労
済
労
働
組
合
岩
手
支
部
、
岩
手

県
合
同
労
働
組
合
連
合
会
、
岩
手

県
職
員
労
働
組
合
、
全
日
本
運
輸

産
業
労
働
組
合
岩
手
県
連
合
会
。

（
国
労
機
関
関
係
は
紙
面
上
割
愛
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
７
ヶ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
瓦
礫
処
理

は
進
ま
ず
、
復
興
対
応
の
遅
れ
に

よ
り
被
災
者
の
生
活
再
建
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
被
災
地
に
し
っ
か

り
向
き
合
う
政
府
の
対
応
を
望
み

ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
域
の
Ｊ
Ｒ

線
の
復
旧
も
遅
々
と
し
て
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
り
仮
復

旧
し
た
線
区
も
あ
り
ま
す
が
、
地

元
住
民
が
求
め
る
鉄
路
の
復
旧
に

向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
は
検
修
職

場
の
一
部
が
外
注
化
さ
れ
る
な

ど
、Ｊ
Ｒ
職
場
は
外
注
化
施
策
が

進
め
ら
れ
、仕
事
総
点
検
・
安
全
総

点
検
運
動
の
取
り
組
み
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。労
働
条

件
の
切
り
下
げ
は
安
全
を
脅
か
す

要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｒ
職

場
・
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の
労
働
条

件
の
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

人
材
育
成
や
技
術
継
承
に
つ
い
て
も

熟
練
し
た
技
術
を
次
世
代
に
残
し
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
な
鉄
道

事
業
の
確
立
に
労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
人
事
・
賃
金
制
度
が
公
正
・

公
平
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
し

っ
か
り
調
査
し
、
必
要
な
改
善
を

求
め
、
今
後
も
一
切
の
差
別
を
許

さ
な
い
立
場
で
制
度
の
運
用
を
求

め
て
い
き
ま
す
。
労
働
協
約
に
は

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
会
社
と
正
対
し
て
労
働
条
件

の
向
上
を
図
る
闘
い
を
進
め
、
組

織
拡
大
に
も
優
位
性
を
発
揮
す
る

と
の
考
え
か
ら
労
働
協
約
締
結
へ

の
組
合
員
の
理
解
を
訴
え
ま
す
。

　

組
織
の
強
化
・
拡
大
が
喫
緊
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
全
組

合
員
が
一
致
し
た
認
識
と
し
て
受

け
止
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
青

森
駅
連
で
６
月
に
復
帰
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
括
和

解
以
降
会
社
の
対
応
が
少
し
ず
つ

変
化
し
、
今
日
的
状
況
は
組
織
拡

大
の
環
境
が
熟
し
て
い
ま
す
。
国

労
組
織
と
運
動
を
将
来
に
残
す
た

め
、
大
会
終
了
後
直
ち
に
、
拡
大

の
行
動
を
強
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
の
北
上
市
議
選
で
は
、
推

薦
候
補
の
３
期
目
の
当
選
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
奮
闘
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
来
る
解
散
総

選
挙
は
国
民
生
活
を
守
り
、
平
和
・

人
権
・
民
主
主
義
擁
護
を
堅
持
す
る

政
党
の
躍
進
が
不
可
欠
で
す
。
推
薦

候
補
の
当
選
に
奮
闘
し
合
う
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

方
針
討
論
で
は
、
13
人
が
発
言

し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
竹
内
俊
博
代
議
員

　
　
　
　
　
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

▽
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
理
解

す
る
し
取
り
組
む
。
し
か
し
、
将

来
の
組
織
の
在
り
方
の
議
論
も
大

切
だ
。

◎
蝦
名
忠
夫
特
別
代
議
員

　
　
　
　
　
（
青
森
地
区
協
代
表
）

▽
Ｊ
Ｒ
北
海
道
江
差
線
の
４
月
・

９
月
の
脱
線
事
故
、
カ
ー
ブ
で
速

度
制
限
の
個
所
だ
。
貨
物
台
車
が

悪
い
の
か
地
盤
か
、
原
因
究
明
を

図
り
安
全
輸
送
を
求
め
る
。

▽
青
森
駅
連
の
闘
い
に
学
び
組
織

対
策
取
り
組
ん
で
い
る
。
組
織
拡

大
の
運
動
上
で
も
長
期
遠
距
離
通

勤
者
解
消
の
取
り
組
み
が
大
切
だ
。

◎
大
上
利
博
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
宮
古
地
域
分
会
）

▽
岩
泉
線
、Ｊ
Ｒ
は
運
転
再
開
断

念
発
表
、
地
元
住
民
と
平
行
線
を

た
ど
っ
て
い
る
。
再
開
に
向
け
地

区
で
の
署
名
な
ど
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
山
田
線
は
４
市
町
村
が
鉄

路
で
の
再
開
を
求
め
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
の
再
開
を
表
明

し
て
い
る
。
今
後
ど
う
運
動
を
展

開
し
て
い
く
の
か
。

◎
小
原
典
昭
代
議
員

　
　
　
　
　
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
運
転
職
場
に
４
人
の
社
会
人
採

〈
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
〉

〈
前
の
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

用
が
配
属
、
３
人
が
国
労
へ
の
見

習
い
。
駅
長
・
副
駅
長
を
入
れ
た

歓
迎
会
も
開
催
し
て
い
る
。
会
社

に
も
変
化
が
あ
る
趣
味
な
ど
を
通

じ
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。

▽
新
試
験
制
度
、
資
格
の
あ
る
人

は
受
験
し
よ
う
。
拡
大
に
向
け
て

の
積
極
的
な
試
験
受
験
も
大
切
。

▽
単
身
赴
任
者
の
帰
省
伴
う
代
用

証
の
改
善
の
取
り
組
み
を
。

◎
田
端
文
明
代
議
員

（
八
戸
運
輸
分
会
）

▽
エ
ル
ダ
ー
職
場
が
確
保
さ
れ
ず
、

退
職
す
る
人
が
い
る
。
職
場
の
確

保
に
全
力
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

◎
高
橋
清
光
代
議
員

（
青
森
運
転
分
会
）

▽
今
回
の
検
修
合
理
化
は
対
象
外
、

新
幹
線
函
館
開
業
の
関
連
で
と
思

う
。
ア
メ
ニ
テ
ッ
ク
が
新
会
社
に

移
行
し
た
。
関
連
会
社
で
も
労
働

条
件
が
悪
い
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
が

問
題
点
を
出
し
て
も
受
け
入
れ
な

い
。
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
運
動

を
進
め
て
ほ
し
い
。
条
件
が
厳
し

く
退
職
す
る
エ
ル
ダ
ー
社
員
も
い

る
。

◎
荒
矢
美
登
代
議
員

（
盛
岡
施
設
分
会
）

▽
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
に
４

人
の
女
性
社
員
が
配
属
、
自
分
の

職
場
線
路
１
課
に
も
２
人
が
配
属

に
な
っ
て
い
る
が
、
日
詰
な
ど
出

先
機
関
の
休
憩
室
に
女
性
用
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
た
て
い
な
い
。
職

場
で
要
請
し
て
い
る
が
設
置
さ
れ

な
い
。
支
社
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

▽
分
会
機
関
紙
を
発
行
、
今
後
も

発
行
し
組
織
拡
大
に
役
立
て
た
い
。

◎
照
井
幸
男
代
議
員

（
北
上
駅
連
合
分
会
）

▽
交
通
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を

多
く
の
人
に
呼
び
か
け
て
開
催
し

て
ほ
し
い
。

▽
ワ
ン
マ
ン
事
故
防
止
の
た
め
、

こ
れ
以
上
の
ワ
ン
マ
ン
化
反
対
の

取
り
組
み
を
。

▽
機
関
紙
月
１
回
発
行
、
も
う
少

し
で
２
０
０
号
に
達
す
る
。
国
労

を
訴
え
て
い
く
も
の
と
し
て
今
後

も
発
行
に
努
め
る
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
反
対
で

は
な
い
が
早
期
の
締
結
が
必
要
な

の
か
は
疑
問
だ
。
慎
重
な
対
応
を
。

◎
笹
山
賀
庸
代
議
員

（
八
戸
工
務
分
会
）

▽
組
織
拡
大
の
行
動
は
、
組
合
員

の
取
り
組
み
も
前
向
き
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
分
会
で
も
全

体
・
班
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

の
反
省
も
あ
る
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
労
働
条

件
改
善
場
の
う
え
で
も
必
要
と
思

う
。
反
面
、
一
括
和
解
の
検
証
の

立
場
な
ど
で
、
丁
寧
な
説
明
が
必

要
だ
。

◎
舘
洞
孝
一
代
議
員

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
対
応
を
考
え
て
ほ

し
い
。

▽
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
、
多

く
の
集
ま
れ
る
場
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

▽
駅
講
習
室
を
借
り
て
職
場
集
会

開
催
し
組
織
拡
大
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
た
。
職
場
の
女
性
社
員
か

ら
婦
人
部
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
も
ら
っ
た
。
我
々
か
ら
壁
を
作

ら
ず
取
り
組
も
う
。

◎
高
森
英
明
代
議
員

　
　
　
　
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
原
発
問
題
、
福
島
の
事
故
は
人

間
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い

こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

反
原
発
の
闘
い
を
目
に
見
え
る
闘

い
に
し
て
ほ
し
い
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
反
対
で

は
な
く
成
熟
し
た
労
使
関
係
を
求

め
る
上
で
は
大
切
と
思
う
が
、
今

国
労
と
会
社
が
成
熟
し
た
労
使
関

係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
般
組
合

員
に
わ
か
る
資
料
や
締
結
後
の
取

り
組
み
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

◎
曾
我
弘
志
代
議
員

（
北
上
工
務
分
会
）

▽
組
織
拡
大
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

結
果
に
結
び
付
か
な
い
悩
み
が
あ

る
。

▽
ト
ン
ネ
ル
内
に
ク
マ
が
出
没
、

若
い
東
労
組
の
社
員
が
軌
陸
車
を

運
転
、
１
人
作
業
は
駄
目
と
メ
セ

長
に
抗
議
し
て
い
る
。

▽
踏
切
工
事
で
も
感
電
事
故
に
繋

が
る
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
、
技

術
継
承
も
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

全
て
メ
ー
ル
指
示
で
あ
り
、
何
が

大
切
な
の
か
判
断
し
に
く
い
現
状

も
あ
る
。

◎
髙
橋
凉
特
別
代
議
員

　
　
　
　
　
（
貨
物
協
議
会
代
表
）

▽
春
闘
、
署
名
・
集
会
な
ど
全
力

で
取
り
組
ん
だ
。

▽
八
戸
地
区
に
仕
事
が
な
く
、
単

身
赴
任
で
盛
岡
で
の
仕
事
。
八
戸

地
区
職
場
確
保
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
。
合
わ
せ
て
、
若
手

社
員
へ
の
技
術
継
承
の
取
り
組
み

も
大
切
だ
。

▽
貨
物
会
社
の
厳
し
い
現
状
の
中
、

国
に
対
し
て
恒
久
的
支
援
を
求
め

る
闘
い
の
強
化
を
。

▽
組
織
拡
大
に
向
け
組
織
対
策
費

を
活
用
し
取
り
組
も
う
。
青
森
、

盛
岡
の
貨
物
分
会
で
飲
み
会
や
転

勤
者
に
声
を
か
け
取
り
組
ん
で
い

る
。

方針討論

伊澤社会民主党
岩手県連合代表

柴谷岩井県
交運労協議長

高野東日本
本部執行委員長
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衆
・
参
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推
薦
候
補
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力
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活
動
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議
員
団
会
議

「
地
方
議
員
団
６
人
が
参
加
」

大上利博代議員
〈宮古地域分会〉

小原典昭代議員
〈青森駅連合分会〉

田端文明代議員
〈八戸運輸分会〉

曾我弘志代議員
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機
関
誌
コ
ン
ク
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ル
＝＝
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コ
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ク
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ル
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２
０
１
２
年
度

地
方
委
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14
人

執
行
部
中
間

　

答
弁(

要
旨)

〈
前
の
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

用
者
が
配
属
、
３
人
が
国
労
へ
の

見
習
い
。
駅
長
・
副
駅
長
を
入
れ

た
歓
迎
会
も
開
催
し
て
い
る
。
会

社
に
も
変
化
が
あ
る
。
趣
味
な
ど

を
通
じ
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
。

▽
新
試
験
制
度
、
資
格
の
あ
る
人

は
受
験
し
よ
う
。
拡
大
に
向
け
て

の
積
極
的
な
試
験
受
験
も
大
切
。

▽
単
身
赴
任
者
の
帰
省
に
伴
う
代

用
証
の
改
善
の
取
り
組
み
を
。

◎
田
端
文
明
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
八
戸
運
輸
分
会
）

▽
エ
ル
ダ
ー
職
場
が
確
保
さ
れ
ず
、

退
職
す
る
人
が
い
る
。
職
場
の
確

保
に
全
力
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

◎
高
橋
清
光
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
青
森
運
転
分
会
）

▽
今
回
の
検
修
合
理
化
は
対
象
外
、

新
幹
線
函
館
開
業
の
関
連
で
と
思

う
。
ア
メ
ニ
テ
ッ
ク
が
新
会
社
に

移
行
し
た
。
関
連
会
社
で
も
労
働

条
件
が
悪
い
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
が

問
題
点
を
出
し
て
も
受
け
入
れ
な

い
。
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
運
動

を
進
め
て
ほ
し
い
。
条
件
が
厳
し

く
退
職
す
る
エ
ル
ダ
ー
社
員
も
い

る
。

◎
荒
矢
美
登
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
施
設
分
会
）

▽
盛
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
に
４

人
の
女
性
社
員
が
配
属
、
自
分
の

職
場
の
線
路
１
課
に
も
２
人
が
配

属
に
な
っ
て
い
る
が
、
出
先
の
休

憩
室
に
女
性
用
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
職
場
で
要
請
し
て

い
る
が
設
置
さ
れ
な
い
。
支
社
に

要
請
し
て
ほ
し
い
。

▽
分
会
機
関
紙
を
発
行
、
今
後
も

発
行
し
組
織
拡
大
に
役
立
て
た
い
。

◎
照
井
幸
男
代
議
員

　
　
　
　
　
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

▽
交
通
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を

多
く
の
人
に
呼
び
か
け
て
開
催
し

て
ほ
し
い
。

▽
ワ
ン
マ
ン
事
故
防
止
の
た
め
、

こ
れ
以
上
の
ワ
ン
マ
ン
化
さ
せ
な

い
反
対
の
取
り
組
み
を
。

▽
機
関
紙
月
１
回
発
行
、
も
う
少

し
で
２
０
０
号
に
達
す
る
。
国
労

を
訴
え
て
い
く
も
の
と
し
て
今
後

も
発
行
に
努
め
る
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
反
対
で

は
な
い
が
早
期
の
締
結
が
必
要
な

の
か
は
疑
問
だ
。
慎
重
な
対
応
を
。

◎
笹
山
賀
庸
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
八
戸
工
務
分
会
）

▽
組
織
拡
大
の
行
動
は
、
組
合
員

の
取
り
組
み
も
前
向
き
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
分
会
で
も
全

体
・
班
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

の
反
省
も
あ
る
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
労
働
条

件
改
善
場
の
う
え
で
も
必
要
と
思

う
。
反
面
、
一
括
和
解
の
検
証
の

立
場
な
ど
で
、
丁
寧
な
説
明
が
必

要
だ
。

◎
舘
洞
孝
一
代
議
員

　
　
　
　
　
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
対
応
を
考
え
て
ほ

し
い
。

▽
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
交
流
会
、

多
く
の
組
合
員
が
集
ま
れ
る
場
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

▽
駅
講
習
室
を
借
り
て
職
場
集
会

開
催
し
組
織
拡
大
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
た
。
職
場
の
女
性
社
員
か

ら
婦
人
部
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
も
ら
っ
た
。
我
々
か
ら
壁
を
作

ら
ず
取
り
組
も
う
。

◎
高
森
英
明
代
議
員

　
　
　
　
　
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
原
発
問
題
、
福
島
の
事
故
は
人

間
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い

こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
反
原
発

の
闘
い
を
目
に
見
え
る
闘
い
に
し

て
ほ
し
い
。

▽
労
働
協
約
締
結
問
題
、
反
対
で

は
な
く
成
熟
し
た
労
使
関
係
を
求

め
る
上
で
は
大
切
と
思
う
が
、
今

国
労
と
会
社
が
成
熟
し
た
労
使
関

係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
般
組
合

員
に
わ
か
る
資
料
や
締
結
後
の
取

り
組
み
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

◎
曾
我
弘
志
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
北
上
工
務
分
会
）

▽
組
織
拡
大
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

結
果
に
結
び
付
か
な
い
悩
み
が
あ

る
。

▽
ト
ン
ネ
ル
内
に
ク
マ
が
出
没
、

若
い
東
労
組
の
社
員
が
軌
陸
車
を

運
転
、
１
人
作
業
は
駄
目
と
メ
セ

長
に
抗
議
し
て
い
る
。

▽
踏
切
工
事
で
も
感
電
事
故
に
繋

が
る
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
、
技

術
継
承
も
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

全
て
メ
ー
ル
指
示
で
あ
り
、
何
が

大
切
な
の
か
判
断
し
に
く
い
現
状

も
あ
る
。

◎
髙
橋
凉
特
別
代
議
員

　
　
　
　
　
（
貨
物
協
議
会
代
表
）

▽
春
闘
、
署
名
・
集
会
な
ど
全
力

で
取
り
組
ん
だ
。

▽
八
戸
地
区
に
仕
事
が
な
く
、
単

身
赴
任
で
盛
岡
で
の
仕
事
。
八
戸

地
区
職
場
確
保
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
。
合
わ
せ
て
、
若
手

社
員
へ
の
技
術
継
承
の
取
り
組
み

も
大
切
だ
。

▽
貨
物
会
社
の
厳
し
い
現
状
の
中
、

国
に
対
し
て
恒
久
的
支
援
を
求
め

る
闘
い
の
強
化
を
。

▽
組
織
拡
大
に
向
け
組
織
対
策
費

を
活
用
し
取
り
組
も
う
。
青
森
、
盛

岡
の
貨
物
分
会
で
飲
み
会
や
転
勤
者

に
声
を
か
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

方
針
討
論
で
の
執
行
部
か
ら
の

答
弁
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

○
組
織
減
に
伴
う
組
織
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

○
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
の
取

り
組
み
は
、
招
集
対
象
、
周
知
方

法
・
周
知
期
間
を
含
め
検
討
す
る
。

○
新
採
配
属
に
伴
っ
て
の
技
術
継

承
を
進
め
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ

の
中
で
繋
が
り
を
作
っ
て
い
こ
う
。

○
江
差
脱
線
事
故
、
本
部
・
貨
物

協
と
連
携
し
調
査
し
対
策
を
考
え

て
い
こ
う
。

○
長
期
遠
距
離
通
勤
者
の
解
消
に

は
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

○
岩
泉
線
・
山
田
線
問
題
、
議
員

団
・
地
元
・
共
闘
会
議
な
ど
と
連

携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
帰
省
代
用
証
問
題
、
制
度
的
問

題
で
あ
り
東
日
本
本
部
に
上
げ
て

い
く
。

○
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
確
保
、
労
働

条
件
の
改
善
は
支
社
に
も
要
請
し

て
い
く
。

○
女
子
社
員
ト
イ
レ
設
置
問
題
、

機
会
あ
る
ご
と
に
支
社
に
要
請
し

て
い
る
。
気
を
使
う
こ
と
は
十
分

理
解
し
て
い
る
。

○
２
０
１
５
年
函
館
新
幹
線
開
業

に
伴
う
青
森
地
区
の
職
場
問
題
に

つ
い
て
は
、
本
人
希
望
も
含
め
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
多
く
の
組

合
員
・
家
族
の
参
加
で
き
る
よ
う

景
品
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

○
交
通
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の

開
催
は
検
討
し
て
い
く
。

○
労
働
協
約
締
結
問
題
、
皆
が
締

結
に
は
反
対
で
は
な
い
と
思
う
。

東
日
本
本
部
と
意
思
統
一
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

○
職
場
で
の
メ
ー
ル
、
事
故
問
題

な
ど
は
、
経
営
協
議
会
の
中
で
も

話
し
て
い
く
。
管
理
者
の
質
が
低

下
し
て
い
る
面
も
あ
る
と
思
う
。

○
春
闘
は
旅
客
・
貨
物
一
体
の
取

り
組
み
と
し
て
行
く
。

○
反
原
発
・
脱
原
発
の
運
動
は
共

闘
団
体
と
共
に
進
め
る
。

〈
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
〉

　

今
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
拡
大

す
る
」
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
決

意
。
東
労
組
組
合
員
と
か
か
わ
り

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、

一
歩
踏
み
出
せ
な
い
状
況
、
行
動

を
躊
躇
す
る
報
告
が
あ
る
が
、
国

労
復
帰
を
勝
ち
取
っ
た
青
森
駅
連

は
「
ス
ピ
ー
ド
と
タ
イ
ミ
ン
グ
」

が
加
入
を
決
断
さ
せ
る
と
話
し
て

い
る
。
自
信
を
持
っ
て
堂
々
と
拡

大
の
取
り
組
み
を
行
お
う
。分
会
・

職
場
集
会
、
地
本
役
員
の
支
部
執

行
委
員
会
へ
の
派
遣
と
適
宜
な
組

対
会
議
の
開
催
と
、
年
明
け
開
催

の
両
支
部
の
旗
開
き
は
国
労
本
部

の
組
対
オ
ル
グ
を
受
け
、
組
織
拡

大
の
総
決
起
の
場
と
す
る
。

〈
一
括
和
解
以
降
の
取
り
組
み
と
、

労
働
条
件
改
善
、
安
全
・
安
定
輸

送
の
取
り
組
み
〉

　

一
括
和
解
以
降
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

労
政
は
大
き
く
変
化
し
、
職
場
の

不
公
平
感
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
「
現
場
長
や
管
理
者
の
姿
勢
が

変
わ
ら
な
い
」
と
言
う
声
も
未
だ

に
聞
く
。「
会
社
を
変
え
さ
せ
る
」

た
め
に
東
日
本
本
部
と
連
携
し
取

り
組
み
を
進
め
る
。「
新
人
事
・

賃
金
制
度
」
は
公
平
・
公
正
な
制

度
運
用
を
求
め
調
査
・
点
検
・
検

証
を
取
り
組
み
、「
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
」
は
労
働
条
件
改
善

と
合
わ
せ
組
織
拡
大
の
一
環
と
し

て
締
結
を
求
め
る
。
出
向
先
の
諸

問
題
は
エ
ル
ダ
ー
の
問
題
と
合
わ

せ
、
効
率
化
施
策
の
検
証
を
行
い
、

分
会
・
職
協
と
連
携
し
改
善
に
努

め
る
。
貨
物
の
問
題
は
、
点
検
・

調
査
か
ら
本
部
・
貨
物
協
と
連
携

し
改
善
を
取
り
組
む
。
北
海
道
新

幹
線
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
の
経

験
を
踏
ま
え
不
安
解
消
に
努
め
る
。

２
０
１
２
春
闘
は
、
貨
物
の
14
年

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
を
許
さ
な
い
客
貨

一
体
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

〈「
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
」と「
Ｊ

Ｒ
線
の
早
期
復
旧
・
運
転
再
開
」

の
取
り
組
み
〉

　

盛
岡
以
北
の
並
行
在
来
線
は
生

存
権
に
関
わ
る
大
切
な
線
路
で
あ

る
と
同
時
に
、
物
流
や
環
境
な
ど

経
済
政
策
上
か
ら
も
重
要
な
交
通

機
関
。
北
海
道
新
幹
線
函
館
開
業

の
並
行
在
来
線
の
あ
り
方
も
含
め

国
労
の
政
策
提
言
実
現
に
向
け
関

係
機
関
と
連
携
し
運
動
を
進
め
る
。

岩
泉
線
運
転
再
開
は
地
域
住
民
の

強
い
要
望
で
あ
り
、
代
行
バ
ス
路

線
は
危
険
な
道
路
。
関
係
団
体
と

連
携
し
早
期
運
転
再
開
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
す
る
。
被
災
地

域
の
線
区
は
、
一
部
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
仮

復
旧
す
る
が
、地
域
産
業
の
継
続
・

発
展
に
は
沿
岸
線
区
全
線
が
繋
が

っ
て
こ
そ
意
義
の
あ
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
。
雇
用
先
確
保
の
観
点
か

ら
も
鉄
路
に
よ
る
早
期
復
旧
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。

〈
政
治
闘
争
の
強
化
に
つ
い
て
〉

　
「
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
」

「
青
森
県
平
和
労
組
会
議
」や
政
党
、

共
闘
組
織
、
市
民
団
体
な
ど
と
連

携
し
安
全
で
平
和
な
社
会
の
実
現

と
未
来
を
守
る
た
め
に
運
動
を
強

め
る
。
同
時
に
、
安
全
・
安
心
・

戦
争
の
な
い
世
界
の
実
現
に
は
憲

法
の
理
念
が
活
か
さ
れ
た
政
治
を

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衆
議
院
選
挙
は
10
ヶ
月
以
内
に
必

ず
実
施
さ
れ
る
し
、
来
年
は
参
議

院
選
挙
も
施
行
さ
れ
る
。
解
散
総

選
挙
、
参
議
院
選
挙
で
は
、
推
薦

候
補
者
の
当
選
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
と
す
る
。 　

地
方
議
員
団

（
木
村
幸
弘
団
長
）

の
斎
藤
憲
雄
青
森

市
議
会
議
員
（
４

期
目
）、
星
敦
子

北
上
市
議
会
議
員

（
３
期
目
）、
山
崎

道
夫
矢
巾
町
議
会

議
員
（
２
期
目
）

の
３
氏
が
大
会
に

参
加
、
議
会
で
の

取
り
組
み
や
選
挙

へ
の
お
礼
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

木
村
幸
弘
岩
手
県
議
会
議
員

（
２
期
目
・
花
巻
選
挙
区
）、
久
保

孝
喜
岩
手
県
議
会
議
員（
２
期
目
・

北
上
選
挙
区
）、
阿
部
一
男
花
巻

市
議
会
議
員
（
９
期
目
）
は
、
議

会
の
関
係
で
大
会
で
の
挨
拶
に
は

間
に
合
わ
ず
、
12
日
夕
方
に
開
催

さ
れ
た
議
員
団
会
議
へ
の
参
加
、

議
員
団
と
し
て
の
取
り
組
み
を
意

思
統
一
し
た
。
木
村
、
阿
部
議
員

か
ら
は
、
夕
食
懇
親
会
の
場
で
挨

拶
を
受
け
た
。
奈
良
岡
克
也
前
青

森
県
議
会
議
員
は
所
用
の
た
め
欠

席
。
な
お
、
木
村
幸
弘
議
員
が
東

北
議
員
団
団
長
と
全
国
議
員
団
副

団
長
を
務
め
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
度
の
地
方
委
員
に

は
次
の
14
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

▽
盛
岡
支
部
（
９
人
）　

松
島　

義
文（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

岩
脇　
　

勇（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

荒
矢　

美
登（
盛
岡
施
設
分
会
）

組
木　

勝
則（
盛
岡
貨
物
分
会
）

佐
藤　

弦
悦（
一
戸
地
域
分
会
）

照
井　

幸
男（
北
上
駅
連
合
分
会
）

畠
山　
　

孝（
北
上
工
務
分
会
）

千
葉　

博
季（
一
関
工
務
分
会
）

小
澤
万
寿
男（
釜
石
地
域
分
会
）

▽
青
森
支
部
（
５
人
）

小
原　

典
昭（
青
森
駅
連
合
分
会
）

奈
良
岡　

勝（
青
森
施
設
分
会
）

田
村　

公
治（
青
森
貨
物
分
会
）

岩
崎　
　

毅（
大
湊
地
域
分
会
）

笹
山　

賀
庸（
八
戸
工
務
分
会
）

　

大
会
で
２
０
１
１
年
度
の
地
方

本
部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

も
行
わ
れ
た
。

　

応
募
作
品
は
、「
可
動
橋
」（
青

森
駅
連
合
分
会
）、「
萌
芽
」（
青

森
運
輸
区
分
会
）、「
か
わ
ら
版
」

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）、「
盛
岡
し

せ
つ
」（
盛
岡
施
設
分
会
）、「
盛

岡
電
気
」（
盛
岡
電
気
分
会
）、「
Ｒ

ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
」（
盛
岡
貨
物
分

会
）、「
け
ん
ま
い
」（
北
上
駅
連

合
分
会
）、「
国
労
北
上
地
区
協
」

（
北
上
地
区
協
）、「
Ｎ
Ｒ
Ｕ
気
仙

沼
」（
気
仙
沼
地
域
分
会
）
の
９

作
品
。

　

審
査
は
、
10
月
１
日
地
方
本
部

教
宣
部
で
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は

次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
最
優
秀
賞

　
「
Ｒ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
」

　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

◎
優
秀
賞

　
「
可
動
橋
」

　
　
　
　
　
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

　
「
け
ん
ま
い
」

　
　
　
　
　
（
北
上
駅
連
合
分
会
）


